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１． はじめに 

 

 本学では毎年度、初年次生約 2000 名を対象に新体力テスト（以下、体力測定）を実

施している。我々は、体力測定結果について種々の観点から分析および検討を行って

来ており、過去の報告では、本学初年次生の体力傾向は下記のように考えられている

（速水ら、2012、2013、2014、2017、2019；廣野ら、2015；加藤ら、2016）。 
（1） 概ね全国平均値と同等あるいは優れた傾向にある。 
（2） 冬季に実施した場合、測定結果は低下する傾向にある。 
（3） 日頃の運動実施頻度が多いほど体力は高い傾向にある。 
（4） 特に、持久系の運動実施頻度が多いほど、その傾向は強い可能性がある。 
（5） 目標となる数値が事前に提示されると、測定結果が集約される傾向にある。 
 
 新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、国民の運動機会は減少の一途をたどった（国

立長寿研究医療センター、2021）。運動機会の減少によって体力は低下し、生活様式

の変化を余儀なくされることによる心理的負担が増加したことが頻繁に聞かれるよう

になった（住岡と和泉、2021；福良ら、2022）。2022 年度の体力測定では、これら社

会的背景に起因する質問項目として、目標を達成しようとする意欲（以下、達成意欲）

に関する項目が設定された。この類の質問項目の設定はこれまでになく、他の体力測

定結果への影響について考察することは、前述の本学初年次生の体力傾向を構成する

新たな要因に言及できる可能性がある。 
 そこで本研究では、体力測定結果に達成意欲が及ぼす影響について検討することを

目的とした。 
 
２． 方法 

 

 対象は、令和 4 年度の本学初年次生であった。そのうち、令和 4 年度 4 月 1 日にお

いて年齢が 18 歳の者を対象とした（男子 330 名、女子 260 名）。 
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分析対象とした測定項目は、体格として身長、体重、体力として握力、上体起こし、

長座体前屈、反復横跳び、20mシャトルラン、50m走、立ち幅跳び、ハンドボール投

げ、の計 10 種目に、達成意欲に関する質問項目とした。各体力測定項目の結果が反映

する体力指標は、表 1 に示した通りである。 
 

表 1 実施したテスト項目（速水ら、2018） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

達成意欲に関する質問項目は、「なんでも最後までやりとげたいと思う」であり、

対応する回答は、1 とてもそう思う、2 まあそう思う、3 あまりそう思わない、4 まっ

たくそう思わない、の選択肢から 1 つ選択するものであった。すべての測定は、信州

大学の必修科目「健康科学・理論と実践」の授業内にて、スポーツ庁の「新体力テス

ト実施要項（12〜19 歳対象）」（スポーツ庁、2023）に準じた方法で実施した。 
各測定項目で男女別に平均値と標準偏差を算出した。その後、各測定項目の結果に

ついて達成意欲を要因とした一元配置分散分析を実施した。有意水準は 5%未満とし

た。 
 
３. 結果 

 
３−１．各測定項目の結果 

 表 2 に、各測定項目の結果を示した。本研究では詳細な言及はしないが、概ね過去

の我々の報告（速水ら、2012、2013、2014、2017、2019；廣野ら、2015；加藤ら、2016）
に類似した傾向であった。 
 表 3 は、達成意欲の各段階における解答割合を示したものである。「なんでも最後

までやりとげたいと思う」設問に対する回答のうち、男子では「とてもそう思う」が

23.0%、「まあそう思う」が 60.9%、「あまりそう思わない」が 13.3%、「まったくそ

う思わない」が 2.7%であった。女子では「とてもそう思う」が 28.1%、「まあそう思

う」が 60.4%、「あまりそう思わない」が 10.4%、「まったくそう思わない」が 1.2%
であった。 
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表 2 男女別の測定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3 男女別の達成意欲の回答割合 

 
 
 
 
 
 各測定項目における達成意欲を要因とした一元配置分散分析の結果を表 4 に示す。

男子では、上体起こし、反復横とび、20mシャトルラン、立ち幅跳び、ハンドボール

投げにおいて有意な主効果を認めた（p<0.05）。女子では、上体起こし、長座体前屈、

反復横とびにおいて有意な主効果を認めた（p<0.05）。 
 
表 4 達成意欲を要因とした一元配置分散分析の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

度数 割合 度数 割合 度数 割合 度数 割合
総計 590 149 25.3% 358 60.7% 71 12.0% 12 2.0%
男性 330 76 23.0% 201 60.9% 44 13.3% 9 2.7%
⼥性 260 73 28.1% 157 60.4% 27 10.4% 3 1.2%

とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない
標本数（⼈）

測定項⽬（単位） 男⼦ ⼥⼦
⾝⻑(cm) 171.2±5.7 158.1±5.6
体重(kg） 61.0±9.5 51.2±6.7
握⼒（kg) 39.1±7.1 26.2±5.0

上体起こし（回） 28.0±6.0 22.7±6.3
⻑座体前屈（cm） 46.9±10.9 49.1±8.9
反復横とび（回） 58.1±7.0 49.8±6.0

20mシャトルラン（回） 81.6±25.8 48.6±17.1
50m⾛（秒） 7.6±0.6 9.1±0.8

⽴ち幅とび（cm） 215.2±27.1 163.7±25.6
ハンドボール投げ（m） 23.2±5.8 12.9±3.8

平均±標準偏差

男⼦
測定結果 とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない
握⼒（kg） 40.8±7.2 38.9±7.0 37.2±6.8 39.0±5.6

上体起こし（回） ＊ 29.4±6.1 28.0±5.7 26.0±6.4 27.1±7.2
⻑座体前屈（cm） 48.4±9.8 46.8±10.9 44.3±11.9 49.8±10.5
反復横とび（回） ＊ 60.1±6.7 58.4±6.5 54.2±7.9 53.4±5.7

20mシャトルラン（回） ＊ 91.5±24.7 82.1±23.8 65.9±28.4 66.0±19.7
50m⾛（秒） ＊ 7.4±0.5 7.5±0.6 7.8±0.5 7.9±0.8

⽴ち幅とび（cm） ＊ 221.1±21.0 214.9±28.3 205.9±29.1 218.1±18.2
ハンドボール投げ（m） ＊ 25.0±5.9 23.4±5.7 18.9±4.3 23.1±3.2

⼥⼦
測定結果 とてもそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない

握⼒（kg） 26.7±4.4 25.9±5.2 26.5±4.9 27.5±2.5
上体起こし（回） ＊ 24.9±6.2 22.0±6.1 21.4±5.3 15.3±5.4
⻑座体前屈（cm） ＊ 51.7±8.1 48.1±8.7 47.5±10.6 45.3±6.2
反復横とび（回） ＊ 51.9±4.9 49.2±5.8 48.2±7.9 45.0±1.4

20mシャトルラン（回） 53.8±19.1 46.7±16.3 46.1±12.9 47.0±3.0
50m⾛（秒） 8.9±0.8 9.1±0.8 9.0±0.7 9.3±0.0

⽴ち幅とび（cm） 167.2±25.5 162.3±26.1 164.1±22.3 146.5±15.5
ハンドボール投げ（m） 13.5±4.0 12.7±3.7 13.2±3.6 10.0±0.0

＊: p<0.05
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4. 考察  

 
 達成意欲を要因とした一元配置分散分析の結果は、「やりとげよう」という姿勢の

程度が、男子では筋持久力（上体起こし）、敏捷性（反復横とび）、全身持久力（20m
シャトルラン）、瞬発力（立ち幅とび）、巧緻性（ハンドボール投げ）と関連がある

ことを示唆している。また、女子では筋持久力（上体起こし）と柔軟性（長座体前屈）

に影響を及ぼすことが考えられた。過去にも言及しているが、能力に自信がないと、

課題への取り組みを避けるようになる傾向が報告されている（Dweck、1986）。自信

喪失が達成意欲の低下を招き、各項目における結果の低下をもたらしている可能性が

考えられる。 
また、本研究では有意な主効果を認めた項目について多重比較を行った。しかしな

がら、その結果について明確な考察を行うことができないと判断したため、本研究で

は言及しないことする。例えば、図 1 は男子の 20mシャトルランの結果である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 達成意欲別の 20mシャトルランの結果（*: p<0.05） 
 
 
達成意欲「とてもそう思う」と「あまりそう思わない」の間、「まあそう思う」と

「あまりそう思わない」の間で有意に異なることが示された一方で、その他の群間で

有意な差異は示されなかった。直接的な因果関係があるならば、特に「まったくそう

思わない」がその他の群よりも有意に低値を示すはずである。このような結果となっ

た要因としては、1) 達成意欲以外の要因が複雑に寄与している、2) 達成意欲の結果

から 4群に分類することで傾向がとられづらくなる、の 2通りの要因が考えられる。

1) について、今回は分析対象としていないがディスプレイの視聴時間、睡眠時間、運

動実施頻度などの状況調査も質問項目として設定されていた。これらの結果なども勘

案し、今後の検討を進めていく必要がある。2) について、表 3 の結果から見て取れる
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ように、「まったくそう思わない」と回答した割合が明確に少数であった。そのため、

図 1 の多重比較の結果は、統計学的に過誤が生じている可能性がある。今後は、4段
階の分類を達成意欲の大小のように大枠で分類するなど、群分けの基準を変更するこ

とで傾向を掴みやす苦なるかもしれない。この基準をより明確にすることができれば、

達成意欲を質問することの汎用性を高めることにつながるため、分析を継続していき

たい。 
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